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2. Joos van Cleve. Altarpiece of the Crucifixion.
   Naples, Museo di Capodimonte
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3. Joos van CIeve. AItarpiece of the Crucifixion. New York, Metropolitan Museum of



























































































































































































'10. Hubert Robert. Fantasy of Rome, 1786. Tokyo, National Museum of Western Art                      .
                                           13
ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　ノR／s（ta　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　’灘　　’　　・　　　　　　　轟
写　　　　　　　　　獣　　麟
1L　DetaH　of　Fig．10
の筆致の最も円熟した時期に描かれたもので　　ギュスターヴ・クールベ
（因に，彼の代表作の一つに数えられる《ボン・　《狩猟者のいる風景》
デュ・ガール》は1787年の制作），建築的なモ　　1873年
チーフを考古学的な正確さと自由なファンタジ　　　ジュラ山系をのぞむフランシュ・コンテ地方
一をまじえて，よどみないタッチで描くロベー　　に生まれたクールベは，幼少のころから故郷の
ル芸術の特徴をよく示す作品である。ロベール　　自然や動物に親しんだが，こうした彼の土着性
の数多くの作品にみられるように，ここでも，　　は後年の作品にも大きな影響を及ぼしている。
カンピドリオ広場にあるマルクス・アウレリウ　　彼はまた自ら大の狩猟家で，1858－59年（39一
ス帝騎馬像，トラヤヌス帝記念柱（べ一スにタ　　40歳）にかけてのドイツ旅行でみごとな大鹿を
ブラをもつニケの像が表わされている），オベリ　　射とめた程であり，特に1861年のサロンに《追
スクなど，実際は別々の場所にある古代の有名　　いつめられた鹿》その他を発表して以来，狩猟
な作品が，一画面上に複合構成されている。コ　　画はそれ以前の社会性を帯びた大作とは異なる
ンポジット式円柱の神殿は，破風の下のディゾ　　クールベの得意のジャンルの一つとなり，一・般
マ（フリーズ）にDIVO．　TRAIANO．と記され　　にも人気を博した。
ていることから分かるように，トラヤヌス神殿　　　本作品（図12）もこうした系列に属するもの
である。屋根にみえる彫像は，雷をもつユピテ　　の一つで，パリ・コンミューンの際のヴァンド
ルとユノーを表わす。　　　　　　　　　　　　　一ム円柱解体事件に連座して1871年に獄に繋が
　ロベールは1782年および1791年にロシアの女　　れたクールベがスイスに亡命する直前，1873年
帝エカテリーナから招きを受けるほど，当時の　　の夏に故郷オルナンで描いたものである。クー
ロシアで高く評価されていたが，ロシアには赴　　ルベの友人の一人，マザロ・リバリールの所有
かず，その代りに数多くの作品を同地に送った。　であった。
ロシア貴族旧蔵の本作品もそれらのうちの一点　　　おそい午後の陽光を受けた岩山を背景に，2
かもしれない。　　　　　　　　　　　　　　匹の鹿の愛らしく初マしい姿と，これを物陰で
　なお，本作品は，これと同じ大きさ（160×　　うかがう猟師との問に漂う緊迫感が，みずみず
107cm）の寸法をもつ〈モンテ・カヴァルロ〉　　しい情感に濫れた自然描写と一体となって描き
の巨像が描き込まれている油彩画（予算の都合　　出された佳品といえよう。こうしたタイプのク
上，来年度に購入）と共に一対をなすものである。　一ルベの大型の風景作品はこれまで日本にはな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かったため，購入したものである。
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